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研究成果の概要（和文）：研究活動による成果は以下の通りである。1)ウェットウェアとメディア・アートにつ
いての３件の論文を掲載した。2)メディア・アート、化学、宇宙生物学に関する国際シンポジウムを開催した。
3)ハンズオンによるウェットウェアの実践を3回企画し、実施した。4)国際シンポジウムでメディア・アート、
ウェットウェアに関する5件の講演を行なった。5)ウェットウェア・アートを普及させるための展示を開催し
た。6)2件のメディア・アート国際展覧会に参加した。7) 成果は2件の特設ウェブサイトにおいて、公開した。

研究成果の概要（英文）：The outcomes generated during this investigation include: 1) publications 
(one research paper and two chapters) on media art and wetware; 2) an international symposium on 
media art, chemistry and astrobiology; 3) three hands-on workshops on wetware; 4) five lectures on 
media art and wetware at international symposia; 5) an exhibition on wetware and material agency; 6)
 participation in two international exhibitions on media art; and 7) two websites with the results 
of this investigation.

研究分野： Media Art

キーワード： Media Art　Wetware　Bio Art　Material Agency　Extraterrestrial Matter　Formamide　Alien life

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によってポスト・デジタル時代におけるウェットウエア・アートについての理論的枠組みや、専門用語な
どの一般的な理解を深める機会を創出した。「物質とその能動的なふるまい」を参照点として芸術、哲学、化
学、生命科学、宇宙生物学といったさまざまな分野からウェットウェア・アートの過去、現在、そしてこれから
の可能性を議論した。特に、芸術がいかにウェットウエアの技術や方法に応用できるのかを実践と議論によっ
て、批判や評価し、芸術分野における新たな美学として位置付け、その解釈と普及に貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
現在、化学、合成生物学、宇宙生物学、物質科学といった分野における新たな科学技術の進歩
により、まるで生命のような特性を備えた、柔らかく、能動的で、インテリジェントなシステ
ムが生み出され、これまでの観念を覆すような、新たな視点が拓かれつつある。このシステム
には、例えば、動き、成長、自己分裂、自己複製、生殖、適応、原始的な代謝といった特徴が
あり、遺伝的ネットワーク、ナノマシン、ウェットなロボット、プロトセルのような細胞の化
学モデルの設計・開発によって、この分野の進歩と最新技術を垣間見ることができる。 
同時に、私たちが公の場でこうした探求に直面するのは、メディア・アーティストによるプロ
トバイオロジー、ウェットな人工生命、地球外生命のナラティブや具体的な表現に、深く関わ
る場面においてである。現代のメディア・アート作品は、その物質性において挑発的であり、
非常に厄介な存在論的な意味合いをもたらす。こうした作品の制作活動、「ウェットウェア」
の使用は、その錯綜、影響、主体性が増すにつれて、ますます複雑になってきている。 
 
２．研究の目的 
現代のメディア・アーティストは、物質の原理を応用したり、自己集合、分子間相互作用、物
理化学的プロセスなどに基づく設計方法を取り入れることによって、自律的で柔らかなシステ
ムに関する創作活動を開始している。これらの作品は、生命と非生命の境はどこにあるのか
を、私達に考えさせる。自己の構築とは、また成長、誕生とはどういうことなのかについて、
改めて思いを巡らせながら、もし他の惑星に生命があるとしたら、それは一体どのような姿を
しているだろうか、と考える機会になる。 
本研究では、 ウェットウェアを使用することから生まれる美学や哲学、倫理性などの課題につ
いて、アートに期待される使命や可能性を議論した。また、ウェットウェアの形態形成的性
質、能動的なふるまいの議論とともに、現代のアーティストの作品において、ウェットウェ
ア・アートのプロセスや機能がどのように出現しているのかについても検討した。 
 
３．研究の方法 
本研究は 3つの主要な分野で構成される。 
(1) ウェットウェアとメディア・アートの歴史に関する研究 
(2) ウェットウェア・アートの分析と分類 
(3) 国際シンポジウム、論文、ワークショップ、展示、ウェブサイトなどを通じたウェットウ
ェアやメディア・アートについての考察およびその普及活動 
       
４．研究成果 
ポスト・デジタル時代のメディア・アートと
ウェットウェアの関係の現状調査、およびウ
ェットウェアにともなって生まれるアートに
期待される使命や可能性を議論する基盤とし
て、2019年 6月 7日（金）、多摩美術大学
八王子キャンパスのレクチャーホール C 
で、「活動する物質」（Matter(s) in 
Motion）と題した国際シンポジウムを企画、
開催した。登壇者として「バイオアート」の
世界的な権威である Ingeborg Reichle（ウィ
ーン応用美術大学教授）、Jens Hauser（コ
ペンハーゲン大学研究員）、山岸明彦（東京
薬科大学教授）、関根康人（東京工業大学 
地球生命研究所教授）、豊田太郎（東京大学
准教授）を招聘した。 
本シンポジウムでは、芸術、哲学、化学、生
命科学、宇宙生物学といった様々な分野の専
門家が集まり、物質の能動的なふるまいについて議論するとともに、生命と非生命の中間状
態、自己組織化、物質の行為性と主体性（agency）、そして、地球外で能動性を持つ物質や生
命を発見できる可能性について思索した（図 1）。シンポジウムでは、生命と非生命の境界
線、物質の行為者性、地球外生命の生化学という、３つのテーマによる発表とパネルディスカ
ッションを行った。ウェットウェア、プロトバイオロジー、極限状態における生命、ウェット
な人工生命、地球外生命に対する様々な疑問が生まれ、議論を行った。 
 

図 1 国際シンポジウム「活動する物質」。Ingeborg 
Reichle （ウィーン応用美術大学教授）、山岸明彦（東

京薬科大学教授）、豊田太郎（東京大学准教授）、Jens 
Hauser（コペンハーゲン大学研究員）。 
 



 

 

このシンポジウムにおいて二つの講演「地球
外物質の自己集合化能力、主体性を探る」、
「（プロト）エイリアンをつくる」とパネル
ディスカッションを行った。講演では地球と
は別の（水を用いない）物質で、生命と非生
命の境界にある物質システムをつくることに
挑戦する「プロトエイリアン・プロジェクト
（Proto-A）」について提案した。このプロジ
ェクトは「非人間的なエージェンシー」「生
命らしさ」「地球外の生命」が交錯する領域
を議論し、探求することに対する関心から、
2019 年に開始された。Proto-A は、ひとつ
のフレームワークであり、宇宙生物学、化
学、メディアアートの交差点におけるアイデ
アと実験の学際的な実験室でもある。シンポ
ジウムを一般公開するために (特に芸術、デザインおよび生命科学の分野を専攻の学生に) 
「活動する物質」のウェブサイト (https://matters-in-motion.jp/) を構築した (図 2)。シンポジ
ウムの様子やアンケートの結果から、このねらいは達成されたと感じた。 
 
ウェットウェアについての理解を深めるきっ
かけとなるよう、さまざまなハンズオン体験
を行なった。福岡市科学館で 2018年 10月 7
日と、12月 18日の 2日にわたり、「プロト
セル －生命らしい技術のお話とその未来
－」と題して、ウェットウェア、プロトセ
ル、生命らしい技術についての二つの発表と
ワークショップを行った(図 3)。一般にはあ
まり知られていないウェットウェアや関連す
る研究分野（化学、合成生物学、物質科学）
についての話題提供と、参加者が実際に目の
前でプロトセルを作り、物質（自作の油滴）
が生きもののように液面上で分裂する様子を
観察した。参加者は大人、中学生、高校生、
大学生 30名（満席）であった。2020 年 2 
月 12 日には、＜NPO 法人子供と科学技術
の架け橋＞の主催による「講演と実験の会」の講師を務めた。岐南町立岐南中学校の体育館に
おいて「ウェットなロボット」と題する講義とワークショップ（ウェットなロボットのシンプ
ルなモデル（自作の自走油滴）の実践と指導）を行なった。参加者数は岐南中学２年生 189 名
であった。特に若い世代にウェットウェアを知ってもらい、その可能性や未来への展望につい
て考える機会を作り、同時に参加者の反応から研究におけるヒントを得たいというねらいがあ
った。参加者は最先端のプロトセルの研究に興味を持ったことがうかがえた。これらのハンズ
オン体験では、事後アンケートを実施し、それらの評価から、このねらいが十分に達成された
と感じた。 
 
次に、ウェットウェア・アートを普及させるための展覧会の企
画と展示を行い、二つの国際展覧会に参加した。2020年 12
月 17日〜25日、多摩美術大学アートテークギャラリーにてプ
ロトエイリアン・プロジェクトの研究成果を公開する展覧会
「FORMATA」を開催した(図 4)。このプロジェクトでは、芸
術表現のための能動的なメディアとしての「地球外有機」の
合成と使用を探求した。特に、水ではない液体中における地
球外物質の集合体の自己集合能力、形態形成、非線形挙動に
焦点を当てた。FORMATA は、水のないミニ惑星における地
球外的な、柔らかく、活動的で、自発的なエージェントであ
る。このエージェントは、隕石中にも見つかった、地球外有
機物に似たもので構成されており、ホルムアミド中で変形
し、能動的に動き、自己分裂する。 
2021 年 2 月 17 日〜4 月 25 日、GYRE GALLERY ギャラ
リー（東京) においても、プロトエイリアン・プロジェクトの
研究成果としての作品「FORMATA 」を、展覧会「2021年宇
宙の旅 モノリス＿ウイルスとしての記憶、そしてニュー・ダ

図 2 国際シンポジウム「活動する物質」のウェブ

サイト 

 

図 3 「プロトセル －生命らしい技術のお話と

その未来－」ハンズオンワークショップ 

 

 

図 4 展覧会「FORMATA」多摩美

術大学アートテークギャラリー 
 



 

 

ーク・エイジの彼方へ」で公開した。2021 年 4 月 17 日〜6 月 25 日、MAGAZIN 4  ギャラ
リー（ブレゲンツ、オーストリア）では、 プロトエイリアン・プロジェクトの研究成果である 
「Non-terrestrial material agency」を、展覧会「HOLOBIONT. LIVE IS OTHER」で公開した。 
 
 
これらの研究成果を一般公開するために
「プロトエイリアン・プロジェクト」の
ウェブサイト（http://proto-a.jp) を構築し
た(図 5)。このサイトには、プロジェクト
に関する情報だけではなく、関連する研
究分野についてのコンテンツ（ウェット
ウェアとメディア・アートに関する情報 
(写真、テキスト、ビデオ)、も含まれてい
る。 
 
プロトエイリアン・プロジェクトの研究成
果の理解とウェットウェア・アートの普及
のために、論文の執筆を行った。2020年 11月 9日にはジャーナル『 Performance 
Research：「マイクロパフォーマティビティ」』Vol. 25 に芸術表現のための能動的なメディ
アとしての「地球外有機物」についての論文“Non-terrestrial material agency”が掲載された。
これはバイオアートの研究でありメディア学者である Jens Hauser（コペンハーゲン大学研究
員）の編集による論文集である。2020年 10月 29日には、プラハ化学技術大学出版の書籍
『ロボット 100』にウェットウェア、ウェットな人工生命、地球外生命について「Searching 
for unfamiliar forms of life」と題するエッセーが掲載された。2022年には豊⽥太郎准教授との
共著で、東京⼤学出版会の書籍『科学コミュニケーション論の展開』に宇宙⽣物学、化学、メ
ディア・アートの交差点についての論⽂「メディア・アートと自然科学の連携がもたらす新し
い発問の仕掛け」を執筆した。 
 
以上の論⽂は、ウェットウェア・アートをめぐる思考にふさわしい新たな⽤語と枠組みを探る
試みであり、現代のメディア・アートにおける形態形成、⾮線形挙動、パフォーマティビティ
などを通じて、マテリアル・エージェンシーが帯びている、新たな意味に焦点を当てることが
できた。 
 
 
 

図 5 「プロトエイリアン・プロジェクト」のウェブサイト 
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